
 

 

 
 
 
 

平成 15 年度 

 
 
 
 

事  業  報  告  書  
 

平成 15 年 4 月 1 日から 

平成 16 年 3 月 31 日まで 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

財団法人インターネット協会 

 
 



 

 

事業報告目次 

 
Ⅰ 総務関係事項 
 １. 理事会 
 ２. 評議員会 
 ３. 副理事長会議 
 ４. 企画運営会議 
 ５. 役員の異動 
 ６. 評議員の異動 
 ７. 会員 
８. 職員等 

 
Ⅱ 事業報告 
 １. 自主事業 
 （１）調査研究活動 
 （２）普及促進および出版活動 
 （３）教育、研修活動 
 （４）国際活動 
 （５）IPv6普及促進活動 
  
２. 受託事業 
 （１）国庫受託事業 
 （２）他団体受託事業 
  



 

 

Ⅰ 総務関係事項 
 
 
１.理事会 

本年度は次のとおり 2回の理事会を開催した。 
 
（１）第 5 回理事会 

1.開催日 平成 15 年 6 月 16 日 

2.出席理事 34 名（委任状提出者含む） 

3.議案 1）平成 14 年度事業報告(案)の承認を求める件 

 2）平成 14 年度収支決算(案)の承認を求める件 

 3）その他 

4.審議・議決 審議の結果、全ての議案について全員一致で可決決定した。 

 
（２）第 6 回理事会 

1.開催日 平成 16 年 3 月 17 日 

2.出席理事 34 名（委任状提出者含む） 

3.議案 1）平成 16 年度事業計画（案）の承認を求める件 

 2）平成 16 年度収支予算（案）の承認を求める件 

 3）規則・規程の制定について(承認) 

 4）その他 

4.審議・議決 審議の結果、全ての議案について全員一致で可決決定した。 

 
 
２.評議員会 

本年度は次のとおり 2回の評議員会を開催した。 
 
（１）第 5 回評議員会 

1.開催日 平成 15 年 6 月 16 日 

2.出席評議員 30 名（委任状提出者含む） 

3.議案 1）平成 14 年度事業報告書について 

 2）平成 14 年度収支決算書について 

 3）役員選任の件 

 4）その他 

4.審議・議決 審議の結果、全ての議案について全員一致で可決決定、了承された。 

 



 

 

（２）第 6 回評議員会 

1.開催日 平成 16 年 3 月 17 日 

2.出席評議員 30 名（委任状提出者含む） 

3.議案 1）平成 16 年度事業計画（案）について 

 2）平成 16 年度収支予算（案）について 

 3）役員選任の件 

 4）その他 

4.審議・議決 審議の結果、全ての議案について全員一致で可決決定、了承された。 

 
 
３.副理事長会議 

本年度は次のとおり 4回の副理事長会議を開催した。 
 
（１）第 10 回副理事長会議 

1.開催日 平成 15 年 5 月 2 日 

2.議題 1）企画運営会議のあり方について 

 2）事務局体制について 

 3）イベント等への取り組みについて 

 4）その他 

3.審議・議決 副理事長会議、企画運営会議、各研究部会のそれぞれの位置づけについて

討議し確認した。事務局職員の欠員の補充および出向職員増員の推進を図

ることとした。 

 
（２）第 11 回副理事長会議 

1.開催日 平成 15 年 6 月 10 日 

2.議題 1）第 5回理事会及び評議員会議案書および進行について 

 2）その他 

3.審議・議決 全ての議案書について検討し承認した。 

 
（３）第 12 回副理事長会議 

1.開催日 平成 15 年 7 月 10 日 

2.議題 1）当面の問題点について 

 2）評議員の増員について 

 3）検定試験の実施について 

 4）その他 

3.審議・議決 当面の問題点等について審議した。評議員は現在定員の下限であるため、

適当な候補者の推薦を行い、適当な時期に増員を図ることとした。 



 

 

（４）第 13 回副理事長会議 

1.開催日 平成 16 年 3 月 1 日 

2.議題 1）第 6回理事会及び評議員会議案書および進行について 

 2）その他 

3.審議・議決 全ての議案書について検討し承認した。 

 
 
４.企画運営会議 

本年度は次のとおり 5回の企画運営会議を開催した。 
 
（１）第 4 回企画運営会議 

1.開催日 平成 15 年 4 月 22 日 

2.出席メンバー 20 名 

3.議題 1）企画運営会議の開催について 

 2）平成 15 年度事業計画および収支予算について 

 3）検定試験実施について 

 4）研修事業について 

 5）定例セミナーの企画依頼について 

 6）ロゴマーク変更について 

 7）その他 

4.審議・議決 平成 15 年度の予算について説明があり、各研究部会への割り振りに関して

審議した。企画運営会議と研究部会の位置づけが明確でないとして、予算

の割り振りはオンライン審議で継続審議することになった。その他の議題

について報告があり審議した。 

 

（２）第 5 回企画運営会議 

1.開催日 平成 15 年 5 月 27 日 

2.出席メンバー 15 名 

3.議題 1.平成 15 年度研究部会予算の確定について 

 2.その他 

4.審議・議決 第 4 回企画運営会議の審議の結果、各研究部会ごとの予算の割り当てにつ

いてオンライン審議を経て、臨時企画運営会議を開催し決定することにな

った。各研究部会からの報告を審議し、それぞれの予算を確定した。なお、

期の途中で新しい活動が生じ、予算不足が見込まれる場合は、総額の範囲

で部会長会議を経て研究部会間で融通することとした。 

 

（３）第 6 回企画運営会議 



 

 

1.開催日 平成 15 年 7 月 28 日 

2.出席メンバー 12 名 

3.議題 1）2003 年度企画運営会議メンバーの確認 

 2）企画運営会議の開催方法について 

 3）会員数増対策について 

 4）定例セミナーの立ち上げについて 

 5）その他連絡事項 

 

4.審議・議決 メンバーの確定を行い、オンライン審議を経て議長に田代氏、副議長に樋

口氏を選任した。定例の企画運営会議は 4,7,10,1 月の第 4火曜日に開催す

ることとした。その他の議題について審議し、継続して審議することにな

った。 

 

（４）第 7 回企画運営会議 

1.開催日 平成 15 年 10 月 28 日 

2.出席メンバー 15 名 

3.議題 1）オンライン審議の結果について 

 2）会員増対策について 

 3）インターネットウィーク 2003 について 

 4）活動テーマについて 

 5）その他連絡事項 

4.審議・議決 会員増対策として、会員の意識調査のためアンケート案を作成したが、目

的・効果がはっきりしないとの意見があり継続検討となった。その他の議

題について報告があり審議した。 

 

（５）第 8 回企画運営会議 

1.開催日 平成 16 年 1 月 27 日 

2.出席メンバー 11 名 

3.議題 1）第 7回議事録の確認について 

 2）平成 16 年度活動計画について 

 3）BlackHat Japan2004 開催誘致について 

 4）定例セミナーについて 

 5）その他活動報告 

4.審議・議決 平成 16 年度の活動テーマについて意見を出し合った。BlackHat Japan につ

いてはセキュリティ研究部会として後援することが了承された。定例セミ

ナーの第１回実施結果が報告され、検討した結果第２回を企画実行するこ

とになった。 



 

 

 

 

５.役員の異動 

本年度における役員の異動は次のとおりである。 
 
（１）理事 

就      任 退      任 選  任  日 
AOLジャパン株式会社 株式会社ドコモAOL  
チーフフィナンシャルオフィサー 代表取締役社長 平成16年4月1日 
中村 和夫（なかむら かずお） 山川 隆（やまかわ たかし）  
東京電力株式会社 東京電力株式会社  
システム企画部長  
宮本 史昭（みやもと ふみあき） 

顧問 
築山 宗之（つきやま むねゆき） 

平成16年4月1日 

 
 
６.評議員の異動 
本年度における評議員の異動は次のとおりである。 

就      任 退      任 退 任  日 
 株式会社エムアンドエム研究所  
 代表 平成15年7月4日 
 三石 玲子（みついし れいこ）  

 
三石 玲子氏は平成 15年 7月 4日ご逝去されました。 

 
 
７.会員 
法人賛助会員は、新規入会 4社、退会 21 社で年度末合計 195 社（特別賛助会員 3社を含む）と

なった。 

また、個人賛助会員は新規入会 22 人で、退会が 49 名、年度末合計 65 人となった。 
 
 
８.職員等 
職員は退職者２名、新規採用者 1名の異動があった。年度末における職員数は２名であった。 

 
 



 

 

Ⅱ 事業報告 
 
１.自主事業 

 
（１）調査研究活動 
1. 研究部会活動 

1)セキュリティ研究部会（部会長：人見 庸） 

ア）セミナーの開催 

・第 13 回セキュリティフォーラム：平成 15 年 7 月 10 日(日本教育会館) 

・第 14 回セキュリティフォーラム：平成 15 年 11 月 18 日（東北電子専門学校） 

・第 15 回セキュリティフォーラム：平成 15 年 12 月 13 日(北海道大学学術交流会館) 

イ）セキュリティ・サーベイ実施 

・NetWorld+Interop 2003 に合わせた Web 版セキュリティ・サーベイを実施（平成 15 年 7 月） 

・日本能率協会総合研究所にセキュリティ・サーベイを委託実施（平成 15 年 10 月） 

 

2)ブロードバンド研究部会（部会長：熊谷誠治） 

・アジアブロードバンド・サミット（北京）に協力 

・16 年度からの新しい体制について検討 

 

3)Java 研究部会（部会長：大山弘樹） 

ア）地域セミナーの開催 

・岐阜セミナー：平成 15 年 11 月 7 日（ソフトピアジャパン） 

・熊本セミナー：平成 15 年 11 月 21 日（KKR ホテル熊本） 

・札幌セミナー：平成 15 年 12 月 13 日（北海道大学学術交流会館） 

イ）読書会の開催 

・毎月 1回、合計 12 回の読書会を開催 

 

4）iDC 研究部会（部会長：白石康雄） 

・1 年間活動を休止、16 年度からの新しい体制について検討 

 

2. IAjapan 定例セミナー 

1）第 1 回 IAjapan 定例セミナー 

・平成 15 年 11 月 7 日 

・「IPv6 の開くマーケットチャンス」（荒野高志氏：株式会社インテックネットコア） 

・「e-Business を支援するバックエンドフルフィルメントサービスの現状と今後」 

（上平毅氏：株式会社イーボスジャパン） 



 

 

 

2）第 2 回 IAjapan 定例セミナー 

・平成 16 年 3 月 26 日 

・「ISMS 構築の HowTo」（駒瀬彰彦氏：株式会社アズジェント） 

・「内部監査とレポーティングの実施事例」（柴崎正道氏：株式会社網屋） 

 

3. 政策説明会 

1）第 1 回 IAjapan 政策説明会 

・平成 16 年 2 月 26 日 

・「インターネットガバナンスを巡る議論について」（山路栄作氏：総務省データ通信課） 

・「スパム対策等消費者行政の最新動向」（渋谷闘志彦氏：総務省消費者行政課） 

・「インターネット上の有害コンテンツに対する経済産業省の取り組み」（南澤正孝氏：経済産

業省情報経済課） 

・「個人情報保護法と事業者の責務」（太田克良氏：経済産業省情報経済課） 

 

（２）普及促進および出版活動 

1. イベント・セミナー 

以下のイベントおよびセミナーに、主催または共催等、運営、運営協力および参加した。 

1） NetWorld+Interop 2003 TOKYO 

・平成 15 年 6 月 30 日～7月 4 日（於：幕張メッセ） 

・展示会への出展および共同運営 

 

2） Internet Conference2003 

・平成 15 年 10 月 27 日～２８日（於：電気通信大学） 

・ 5 団体共催、実行委員会に参加協力し、併せて事務局業務を受託 

 

3） Internet Week 2003 

①平成 15 年 12 月 2 日～５日（於：パシフィコ横浜） 

②社団法人日本ネットワークインフォメーションセンター（JPNIC）主催にて開催された

InternetWeek 2003 実行委員会へ参加。 

③「IAjapan フォーラム」の開催。 

・平成 15 年 12 月 4 日：パシフィコ横浜 

・テーマ： ～技術だけではダメ、情報を出すだけでもダメ～ 

「いますぐ役立つ！企業ウェブマスター・パワーアップ講座」 

 

 

 



 

 

2. 出版活動 

1） IAjapan Review 発行 

財団法人インターネット協会の機関誌である｢IAjapan Review｣を 4 冊（Vol. 3 No.1～4）発行 

した。 

 

2） インターネット白書監修 

｢インターネット白書 2004｣発行にあたり、調査協力を行い、併せて監修した。 

 

（３）教育、研修活動 

1. インターネットにおけるルール&マナー検定 

1）インターネットの利用技術、利用マナー、危険回避に関する知識を、家庭、学校、企業など

インターネット利用者全体を対象として、「インターネットにおけるルール&マナー検定」を

Web 上で３回実施した。受験料は無料、希望により有料で合格証を発行した。 

・2003 年夏版：平成 15 年 7 月 21 日～8月 31 日（受験者数：13,998、合格率 29.9％） 

・2003 年秋冬版：平成 15 年 11 月 17 日～12 月 19 日（受験者数：3,248、合格率 15.6％） 

・2004 年春版：平成 16 年 3 月 22 日～4月 23 日（受験者数：2,756、合格率 24.5％） 

 

2. ThinkQuest@JAPAN 活動支援 

推進委員会に協力、併せてファイナリスト発表会においてインターネット協会賞を授賞した。 

1）開催日：平成 15 年 6 月 14 日 

2）会 場：都市センターホテル 

 

3. 研修活動 

以下の研修活動を、財団法人マルチメディア振興センターの半額助成により実施した。 

1）ネットワーク運用・管理者育成研修 

①BGP オペレータ研修 

・Basic 研修：平成 15 年 9 月 4 日～5日 

・Advanced 研修：平成 15 年 10 月 2 日～3日 

②IGP オペレータ研修 

・Basic 研修：平成 16 年 1 月 26 日～27 日 

・Advances 研修：平成 16 年 2 月 5 日～6日 

 

2）ネットワークエンジニア育成研修 

①ネットワークエンジニア研修 

・第 1回：平成 15 年 9 月 17 日～19 日 

・第 2回：平成 16 年 2 月 18 日～20 日 

②ネットワークシニアエンジニア研修 



 

 

・第 1回：平成 15 年９月 24 日～25 日 

・第 2回：平成 16 年 1 月 14 日～15 日 

 

（４）国際活動 

1. 国際協調活動 

1）ICANN 報告会の開催（社団法人ネットワークインフォメーションセンターと共催） 

・第 6回報告会：平成 15 年 4 月 30 日（リオデジャネイロ会議報告） 

・第 7回報告会：平成 15 年 7 月 22 日（モントリオール会議報告） 

・第 8回報告会：平成 16 年 2 月 6 日 （カルタゴ会議報告） 

 

2）IETF 報告会の開催（財団法人情報処理相互運用技術協会と共催） 

・第 57 回報告会：平成 15 年 9 月 26 日（ウィーン会議報告） 

・第 58 回報告会：平成 16 年 2 月 6 日 （ミネアポリス会議報告） 

 

2. アジアブロードバンド・サミット（ABS） 

中国インターネット協会主催の中国インターネット大会（ICC）に併せて、第 2 回アジアブロー

ドバンド・サミットを開催した。 

・2003 年 12 月 7 日 

・北京国際コンベンションセンター 

・財団法人インターネット協会、中国インターネット協会、韓国インターネット協会 

 
（５）IPv6 普及促進活動 

1. IPv6 ディプロイメント委員会運営委員会（5 回開催） 

 

2. IPv6 地域サミット開催 

・IPv6 サミット in 札幌（平成 15 年 10 月 10 日） 

・IPv6 サミット in 仙台（平成 15 年 11 月 18 日） 

・IPv6 サミット in 北九州（平成 16 年 3 月 12 日） 

・IPv6 サミット in 京都（平成 16 年 3 月 18 日） 

 

3. IPv6 テクニカルサミット in JAPAN 2003 開催 

インターネットウィーク 2003 のプログラムの一つとして開催。 

・平成 15 年 12 月 3 日 

・パシフィコ横浜 

 

4. IPv6 ビジネスサミット 2004 開催 

各種産業分野や社会における IPv6 利用の可能性を語るイベントとして企画、開催した。 



 

 

・平成 16 年 2 月 16 日 

・東京都京王プラザホテル 

 

 

２.受託事業 

 

（1）国庫受託事業 

1. インターネットにおけるコンテンツレイティング及びフィルタリング調査研究事業 

1）有害情報・違法情報への対策 

①有害情報・違法情報から学校・家庭等を保護するために、Web ページ等によるフィルタリング

機能の情報提供により、フィルタリングシステムの教育現場、家庭等における普及および活

用の促進を図った。 

・パンフレット｢フィルタリングしてみよう｣を作成し、家庭・学校・自治体・関係教育機関

等に配布 

・Web サイト上に同パンフレットの電子版公開 

・フィルタリングに関するアンケートの実施 

 

②「レイティング・フィルタリング連絡協議会」において、必要性に対する啓発、受け皿のイ

メージ、費用負担の在り方などを引き続き検討した。 

・研究会座長：清水康敬氏（国立教育政策研究所 教育研究情報センター長） 

・研究会(４回開催) 

 

③ICRA(Internet Content Rating Association) におけるコンテンツのレイティングに係る国

際ルール作りや、W3C(World Wide Web Consortium)における技術標準作りに参画した。 

 

2）レイティングデータベースの更新運用 

①有害情報の収集を行なうと共に、レイティング作業を行い、主として日本語サイトを対象と

するレイティングデータベースの更新を行なった。 

②レイティングデータベースの運用を行い、ユーザーPC におけるフィルタリングソフトやサー

バ型フィルタリングソフトに対して、PICS 標準に基づいたレイティング情報をオンラインで

提供した。 

③メーリングリストや FAQ により、ユーザからの問い合わせに対応するとともに、必要に応じ

て技術問い合わせに対して回答した。 

 

2. インターネット業界に係る人権啓発支援事業 

①アンケート「インターネット上の人権意識調査（個人情報保護編）」の実施 

・平成 16 年 3 月 10 日～24 日 



 

 

・個人情報保護の観点からインターネット上の人権意識について、Web 上でアンケートを実施 

②パンフレット「知っておきたい インターネットにおける個人情報保護と人権 安心して個人

情報を取り扱うためには」の作成 

③セミナー「インターネットにおける個人情報保護と人権」の開催 

・平成 16 年 3 月 23 日 

・個人情報の流失、漏えいによる人権侵害の事例を取り上げ、パネルディスカッション形式で

セミナーを開催 

 

3. 子どもの「心の教育」全国アクションプログラム「子どもとインターネット」フォーラム 

・平成 16 年 3 月 23 日 

・子どもとインターネットに関する課題解決に日夜取り組んでいる日米英の方々の講演とパネル

ディスカッションを行った 

 

 

（２）他団体受託事業 

1. インターネットの IPv6 への移行の推進のための実証及び調査研究 

上記の調査研究事業について受託し、以下の調査研究を行い、報告書を作成提出した。 

・IPv6 利用実態調査 

・IPv6 移行技術に関する調査 

・IPv6 普及度計測調査 


